
 

 

重大事故等対応に係る机上訓練における成立性確認について 

 

１．目的 

有効性評価の重要事故シーケンスのうち、現場対応操作を主体とした重要事故シー

ケンスに対して、机上訓練を実施し、適切に対応できることを確認する。 

 

２．対象範囲 

（１）対象シーケンス：設置変更許可申請に示した有効性評価の重要事故シーケンスに

おいて、訓練の類似の観点から整理した現場操作を主体とした

重要事故シーケンスを対象とする。 

（２）訓練対象者：緊急時対策要員（復旧班員） 

 

３．実施頻度 

対象となる重要事故シーケンスについて、年１回実施する。 

 

４．実施方法 

重要事故シーケンスの事象進展に応じた処置対応について、現場をシミュレートし 

た机上訓練を以下の手順に従い実施する。 

（１）訓練体制の確認及び重要事故シーケンスについて説明を行う。 

（２）処置対応シミュレーション（図上シミュレーション）を展開し、事故進展に応じ 

たプラント状態の確認をしながら重要事故シーケンスに沿った処置対応ができる 

ことを確認する。 

（３）重要事故シーケンスに沿った処置対応シミュレーション終了後、訓練の振り返り、 

取り纏めを行い、机上訓練の総括を行う。 

 

５．成立性確認内容 

机上訓練においては、重大事故時の指揮者を中心とした体制の中で各重要事故シー 

ケンスに応じた手順書に基づき、各要員の役割に応じ求められる現場対応について適 

切にできることを以下の点に重点を置いて確認する。 

（１）重要事故シーケンスに応じた処置対応において、指揮者からの指示に対して要員 

が適切に対応できること。また、対応完了後の要員からの報告が適切に行われてい 

ること。 

（２）重要事故シーケンスに応じた手順書を使用し、適切な対応ができること。 
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